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ガラク トオリ:ゴ糖 は乳糖にβ・ガラク トシダーゼを作用させ、酵素的転移反応によって調














そこで第1節 ではラットを用いて、ガラク トオリゴ糖 の投与が腸内の代謝産物に及ぼす影





無菌ラットにヒトのフローラを定着させた後に4週 間、5%または10%のガラク トオ リゴ
糖(GOS)を混餌投与 した。糞便の β・ガラク トシダーゼ活性はGOS5%投与で4倍 に、




































価 した(Figure5)。五㈱ θ1シロタ株はこのミセル含有培地で増殖性は示 したが、ミセル分




























尾静脈より採血 し血漿 トリグリセライ ド値を測定 し準。脂肪投与後1時 間および2時 間後
















トと類似 しているハムスターを用いて検討 し、醗酵乳に血中 トリグリセライ ドを低下させう
働きがあることを初めて明らかにした。作用機作のひとつとして、ミセル分解作用を仮定し、
人工胆汁酸混合 ミセルを調製 して、各種 ヨーグル トに用いられている乳酸菌について 加
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論 文 審 査 結 果 要 旨
ヒトの腸管には100種類以上の細菌が生息し,腸内フローラを構成 している。毎 日摂取される食事
成分や腸内に分泌,排 泄される生体成分を基質 として,活発な代謝活動を営み,多数の代謝産物 を産
生 している。それらの多 くは宿主に吸収され,この代謝は宿主の健康や疾病 と密接に関係 している。
したがって食事成分によって起こる腸内フローラの変動やその代謝産物を量的機能的に解析すること
は疾病予防の面で極めて重要である。メチニコフの 「ヨーグル ト不老長寿説」以来,醗酵乳は腸内フ





て検討 した。ヒ トの腸内フローラをつけたラットの場合,ガ ラクトオリゴ糖により盲腸内有機酸の顕
著な増加,pHの低下,ア ソモニアの減少,糖 質分解酵素の誘導や抑制,ス テロイ ド変換の抑制など
腸内環境の変化が観察された。
ガラク トオ リゴ糖の有機酸生成 と便性状に及ぼす影響 とそれらの関連性を調べた結果,ガ ラク トオ
リゴ糖は糞便水分含量を増加させたが,長期間の投与によってその効果が減少 した。盲腸においては,
ガラク トオ リゴ糖投与で1日 目だけ顕著な乳酸生成が観察され,2日 目以降乳酸生成は観察されず,
酢酸やプロピオソ酸や酪酸の生成速度が大きくなった。このことから糞便水分含量の増加は乳酸の生
成 と関連 していることが示唆された。難消化性糖質の腸管内容物移動速度に及ぼす影響は,それ 自体
の保水能力によるカサの増大と醗酵による産物の影響で規定される。そこでセルロースをマスコロイ
ダー処理することにより,保水力が高 く,醗酵されに くいミクロフィブリル化セルロースを開発 した。
これらのことか ら高い保水能力の繊維は腸管内容物の通過速度を加速することを明らかにした。
一方,醗酵乳の脂質代謝に及ぼす影響を調べるために脂質代謝がヒ トと類似 しているハムスターを
用いて検討 し,醗酵乳に血中 トリグリセライ ドを低下させる働 きがあることを初めて明らかにした。
この作用機作のひとつとして,乳酸菌の胆汁酸脱抱合による,脂質混合ミセル崩壊作用が考えられる
ことから,人工胆汁酸混合 ミセルを調製 して,ヨーグル トに用いられている各種乳酸菌のミセル崩壊




脂質代謝に及ぼす影響を検討 した。醗酵豆乳はビフ ィズス菌や乳酸菌で調製 した。醗酵豆乳は豆乳に
比べ,血 中コレステロール低下作用が顕著であり,脂肪投与後の血中 トリグリセライド値を低下させ
た。
以上,本 論文は,腸 内細菌のもたらす醗酵産物は腸内環境を変化させることによって,消化管内の
性状や脂質代謝を改善することを明らかにした。審査員一同は,著者が博士(農 学)の 学位を授与さ
れるに充分の資格を有するものと判断した。
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